
［第

二

話
］

わ
れ
以
外
み
な
わ
が
師

吉
川

英
治

大

衆

文
学
の
第

一
人
者
と
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
吉
川
英
治
は
、

明
治
二
十
五
年
神
奈
川
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
時
に
家
運
が
か
た
む
き
、
大
酒
飲
み
の
父
の
た

め
母
が
苦
労
し
ま
す
。
十
二
歳
か
ら
小
僧

・
印
刷
工

・
給
仕

・
店
員

・
土
工

・
ド
ッ
ク
エ
な
ど

辛
い
仕
事

の
な
か
で
、
夜
間
の
学
校
に
通

っ
て
勉
強
、
読
書
に
励
み
ま
し
た
。

初
め
て
の
小
説
が
講
談
倶
楽
部
と

い
う
雑
誌
に
当
選
、
掲
載
さ
れ
た
の
が
二
十
三
歳
の
時
で

す
。
三
十
歳
で
は
、
応
募
し
た
小
説
や
童
話
が

一
度
に
三

つ
の
雑
誌
に
当
選
、
合
計
七
百
余
円

の
賞
金
を
得
て
、
こ
れ
が
母
の
葬
儀
の
費
用
と
な
り
ま
し
た
。

英
治

の
本
名
は
英
次

（ひ
で
つ
ぐ
）
で

『剣
難
女
難
』

の
作
品
を
掲
載
さ
れ
る
際
に
出
版
社
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が

「
英
治
」
と
誤
植
し
て
し
ま

っ
た
の
を
本
人
が
気
に
入
り
、
以
後

ペ
ン
ネ
ー
ム
に
し
ま
す
。

英
治
の
名
声
が
確
立
し
た
の
は
、
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

『鳴
門
秘

帖

』
や
少
年
倶
楽
部

の

『神

州

天
馬

侠

』
で
、
三
十
歳
代
の
後
半
で
す
。

昭
和
十
年
か
ら
朝
日
新
聞
連
載

の

『宮
本
武
蔵
』
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
英
治

の
代
表
作
。

ヒ
ロ
イ
ン
の
お
通
は
三
度
目
の
妻

の
文
子
、
武
蔵

の
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
沢
庵

和

尚

は
安
岡
正
篤
が
モ
デ
ル
と

い
わ
れ
ま
す
。

『宮
本
武
蔵
』
は
新
聞
小
説
史
上
か

つ
て
な
い

人
気
を
得
て
、
映
画
や
演
劇
と
な
り
、
ま
た
徳
川
夢
声
の
ラ
ジ
オ
小
説
と
し
て
国
民
の
す
べ
て

の
階
層
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

戦
後
三
年
間
、
ベ
ン
を
と
ら
ず
、
疎
開
先
で
あ

っ
た
西
多
摩
吉
野
村
で
謹
慎
生
活
を
送

っ
た

の
も
、
英
治
ら
し

い
身
の
処
し
方
で
し
た
。
し
か
し
、
親
友
の
菊
池

寛
の
求
め
で
再
び
筆
を

と

つ
て

『高
山
右
近
』
『大
岡
越
前
』
で
本
格
的
に
復
活
し
ま
す
。
そ
の
後
、
敗
れ
た
平
家
と

日
本
を
重
ね
た

『新

。
平
家
物
語
』

の
連
載
を
開
始
し
七
年
に
も
お
よ
ぶ
大
作
と
な
り
、
第

一

回
菊
池

寛
賞
を
受
賞
。
『新

・
平
家
物
語
』
終
了
後
は

『私
本
太
平
記
』
『新

・
水
滸
伝
』
を
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連
載
し
ま
す
。
『私
本
太
平
記
』
は
、
従
来
逆
賊
と
い
わ
れ
て
き
た
足
利
尊
氏
の
見
方
を
改
め

て
描
く
大
作
で
、
英
治
は
幅
広
い
読
者
層
を
獲
得
し

「国
民
文
学
作
家
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

文
化
勲
章
を
受
章
し
た
こ
ろ
か
ら
肺
ガ
ン
の
き
ざ
し
が
あ
り
、
病
勢
は
悪
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
人
情
に
厚
く
、
心
や
さ
し
く
、
不
正
や
邪
悪
を
憎
み
、
正
義
を
愛
す
る
人
で
し
た
。
そ
の

座
右
銘
が

「我
以
外
皆
我
師
」
で
あ
り
ま
す
。

※
吉
川

英
治

（よ
し
か
わ

え
い
じ

。
昭
和
三
十
七
年

〈
一
九
六
二
年
〉
没

・
七
十

一
歳
）

一
◎
　
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
吉
川
英
治

の
座
右
銘
が

「
我
以
外
皆
我
師
」
に
は
、
謙
虚
さ

一　

を
感
じ
ま
し
た
。

一
◎
　
本
名

の
英
次
か
ら
誤
植
で
英
治
に
な

っ
た
の
を
気
に
入
り
、
ベ
ン
ネ
ー
ム
に
し
て
い

一　

た
と
は
、
お
も
し
ろ
く
感
じ
ま
し
た
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｍ
生
）
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